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義勇軍となった子どもたちは、

耳満州でどのような
生活をしていたか
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い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
．
上
伊
那
出
身
者
が
多

い
原
中
隊
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、

満
州
で
空
腹
と
寒
気
と
物
資
不
足

で
非
常
に
苦
労
を
し
て
い
る
こ
と

を
察
知
し
た
親
が
、
父
兄
会
を
設

立
し
て
支
援
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
あ
り
、
そ
れ
が
教
育
会
で
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
原
中
隊

に
限
ら
ず
、
我
が
子
の
安
否
を
気

備
州
に
渡
っ
た
義
勇
軍
は
〝
満

州
開
拓
青
年
義
勇
隊
″
と
呼
ば
れ
、

最
初
の
3
準
間
は
、
訓
練
所
（
大

訓
練
所
1
年
間
、
小
訓
練
所
2
年

間
）
で
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
訓
練

所
で
は
、
基
本
的
に
は
午
前
中
は

軍
事
訓
練
、
午
後
は
土
地
の
開
墾
・

農
事
訓
練
な
ど
に
励
み
ま
し
た
。

満
州
で
の
生
活
は
、
実
際
に
は

〝
憧
れ
た
満
州
″
と
は
か
な
り
隔

た
り
が
あ
り
、
二
番
欲
し
い

も
の
は
食
べ
物
。
と
に
か
く
腹

が
減
っ
て
、
腹
が
減
っ
て
」
、
ま

た
他
中
隊
と
の
対
立
や
殴
り
込

み
、
先
輩
後
輩
の
制
裁
行
為
、
窃

盗
や
窃
警
m
の
売
買
、
恐
喝
な

ど
も
日
常
的
に
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
加
え
て
多
く
の
者
が
か
か
っ

た
ア
メ
ー
バ
赤
痢
な
ど
伝
染
病
の

ま
ん
延
、
「
零
下
4
0
度
位
に
な

り
、
灯
油
が
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

に
な
る
ほ
ど
寒
い
」
冬
の
極
寒
生

活
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
は
と

て
も
辛
か
っ
た
と
体
験
者
は
証
言

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
手
紙
は
す
べ
て
検
閲

さ
れ
、
「
『
食
べ
物
が
少
な
く
て

腹
が
減
る
、
訓
練
が
幸
い
か
ら
家

に
帰
り
た
い
』
な
ど
と
書
い
た
手

紙
は
没
収
・
破
棄
さ
れ
、
満
州
の

義
勇
軍
生
活
は
楽
し
く
安
定
し
た

生
活
で
あ
る
と
い
っ
た
う
そ
を
書

か
な
い
と
手
紙
は
家
に
届
か
な
か

っ
た
」
の
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

の
家
族
は
、
子
ど
も
た
ち
は
安
定

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
思
っ

遣
う
父
兄
か
ら
、
訓
練
所
長
宛
に

提
出
さ
れ
る
訓
練
生
の
高
帰
郷

や
退
所
願
い
の
増
加
傾
向
に
対
し

て
、
そ
れ
を
危
慎
し
た
長
野
県
は

各
市
町
村
長
宛
に
、
「
些
々
な
る

理
由
に
て
中
途
帰
郷
せ
し
む
る
が

如
き
は
誠
に
遺
憾
」
で
あ
り
、
各

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
「
親

に
注
意
す
る
事
」
と
い
う
通
知
を

出
し
て
い
ま
す
。

（
橋
爪
五
郎
氏
所
有
写
真
）

義
勇
軍
農
作
業
の
成
果
（
『
写
真
集

長
野
県
満
州
開
拓
史
』
よ
り
）

空
腹
と
寒
気
と
物
資
不

苦
労

少
年
に
と
っ
て
は
相
当
過
酷
な

義
勇
隊
訓
練
所
生
活
で
し
た
が
、

「
長
野
県
か
ら
送
出
さ
れ
た
義
勇

隊
は
、
成
績
優
秀
で
表
彰
さ
れ
た

中
隊
が
数
多
く
注
目
さ
れ
た
」

と
、
小
池
中
隊
長
（
中
川
村
出

身
）
が
上
伊
那
教
育
会
に
報
告
し

て
い
ま
す
。
鈷
厨
大
訓
練
所
で

は
、
1
8
の
中
隊
（
1
中
隊
3
0
0

人
程
度
）
が
集
結
し
て
訓
練
中
で

し
た
が
、
長
野
県
郷
土
中
隊
の
久

保
田
中
隊
が
総
合
成
績
第
1
位
、

同
じ
く
小
池
中
隊
（
上
・
下
伊

那
、
諏
訪
）
が
第
2
位
の
高
成
績

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

満
州
の
義
勇
隊
訓
練
所
生
活
は

非
常
に
厳
し
く
幸
い
も
の
で
し
た

が
、
子
ど
も
達
は
、
3
年
間
辛
抱

し
て
励
め
ば
、
独
立
し
て
1
0
～
2
0

町
歩
の
自
作
農
と
な
れ
る
こ
と
を

夢
見
て
頑
張
っ
た
の
で
し
た
。

1
完
上
伊
那
教
育
会
長
・
矢
澤
静

〓）


